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１ 研究課題 
  愛されて育つ子ども 
 
２ 研究・研修の視点 

人と関わる力の基礎は、自分が保護者や周囲の人々に温かく見守られているという安心感か

ら生まれる、人に対する信頼感をもつこと、さらに、その信頼感に支えられて自分自身の生活

を確立していくことによって培われる。 
つまり、愛された経験を重ねた子どもは、自分が愛されたのと同じように人を愛せるように

なり、人を信頼できるようになる。親密な関係の大人との信頼関係を構築し、それを足場とし

て徐々に自分の世界を広げていけるようになっていく。それは自分の心の中にしっかりと大切

な他者とのつながりがあり、愛されている思いがあるからこそである。このような基盤が人間

関係を形成していく力の基礎となり、その後の人生における心の育ちや自己肯定感、社会性の

発達に大きく影響すると言われている。 
園生活においては、何よりも保育者等が子どもとの信頼関係を築くことが必要である。子ど

もがそれを基礎として、安心・安全・安定の中で様々なことを自分の力で行い、充実感や満足

感を味わうように援助して自立への過程を進めるようにすることが大切である。また、保育者

が保護者との連携や交流を通して、子どもへの愛情や成長を喜ぶ気持ちを共有し合うことによ

って、保護者は子育てへの意欲を高め、より一層自信をもつことができるようになる。このよ

うな保護者と保育者の愛情に包まれた環境の中で育てることは、子どもの育ちを支えることに

なると考える。 
  そこで、本研究においては母子間の愛着形成に引き続き保育者との愛着形成に焦点を当てて、

子どもの心の育ちはいかにあるべきかを保育者の関わりを通して深めていきたい。 
 
３ 主な研究・研修の内容と計画 

子どもを取り巻く環境が変容する中で、家庭との連携や支援のあり方、保育者の関わりの実

践から、愛着形成と心の育ちを研究する。 
 ・令和２年度・・・特定の安心できる存在から信頼感を得る乳児期と社会性を獲得していく幼 

児期の子どもの事例を通して、親子関係と保育者の関わりを考える手がか 
りとする。 

 ・令和３年度・・・年少少（２歳児・満 3 歳児）の保育から、クラス集団の保育の経過を通し 
て、保育者との愛着形成が子どもの心の育ちにどのような影響を及ぼすか 
保育実践を通して検証する。 

 
４ 研究の概要 
 (1)  研究・研修テーマのとらえ方 

・ 多くの園児や保育者と触れ合い、関わりが深まる中で、共感や思いやりなどをもつよう

になり、よいことや悪いことに気付き、考えながら行動したり、きまりの大切さに気付き、

守ろうとしたりするなど、生活のために必要な習慣や態度を身に付けていくことが人と関わ
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る力を育てていくことになる。そのための保育者の関わり方はどうあるべきか。 
・ 子育てに 安や 感を感じている保護者が、子どもの成長する に心を動かし、成長を

喜ぶ中で、子育てを しいと感じることができるような きかけや環境 くりを研究する。 
 

( )  研究の内容 
・ 子どもの自己肯定感を育てるための保育者の関わりについて考 する。 
・ 保護者に子どもの をしっかりと け めてもらい、子どもの成長に気付き、喜 がもて

るようになるための保護者への関わりや支援について実践する。  
 

( )  実践例 
事例  

・ 達間の ラ が多く、何事にも１ にこ わる が見られる。 

・ 保護者に様々な をし、子どもの行動を温かく け めて しい気持ちを えていく中

で、保護者に気持ちの変 が見られたことにより、子ども自身も周囲との関係を築けるよう

になった。 

 

期 幼児の  保育者の関わり 保護者の  変 （心の育ち） 

年少 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ を げる、

など自分の気持ち

を ー で

き に、 達に手を

してしまうこと

がある。また、 手

な思い で り

をしてしまう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 力がついてき

て、より力が くな

り行動が しくな

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 保護者に をし

っかり え、子ども

の行動の要 を共

に考え、一 に見守

っていきまし う

と える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 共 きで しく、

子どもとの関わり

があまりもててい

ない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 手が てしまっ

た 、母親がきつく

って言い かせ

ている。 

・ 保育者の を

してくれてはい

るが、なかなか実践

できない様子がう

かがえた。 

 

 

 

 

 

 

幼児の変  

・ 活動等に取り

を められる

ことで自信に が

り、気持ちが ち

着くこともある。

 

・ 信頼関係が築け

てくると、人との

ス を

し ようになる。

 

保護者の変  

・ 保育者に信頼を

せるようになっ

てきた。 

 

・ 子どもの を少

し つ け れら

れるようになり

き合おうとする。

 

・ 保護者も人間関

係を築きにくい

があり、子どもと

の関係も構築し

らいのではないか

と思われた。 

思いを け

め、気持ちを

しながら を

く。 

大人の気

を こうと

しているの

ろうか  

つい手が てしまうの

ろうか 達の を

どう えたらわかっても

らえるの ろうか  

会 で子どもの

様子や親子の を

し、子どもとの関わり方

や保護者への え方の

スをもらった。 
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保護者とじ

っくりと し

合った。 

期 幼児の  保育者の関わり 保護者の  変 （心の育ち） 

年中 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 自 の 、

クの取り合い

や の が

て 、1 にこ わ

る が見られ 発

に手が てしま

い ラ につな

がる。 手と し合

おうとするが やっ

ていない と言うこ

とが続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 保護者にありのま

まの子どもの を

めてもらい、子ど

もへの思いを言

や態度で する

ことや子どもと触

れ合う 間の大切

さを える。 

 

 

・ 母親が 等を

せる 囲気をつく

る。 

 

 

 

 

・ 園での様子を

えた 、家庭では

に手が る、感情

の が しく

っているとの が

あった。母親の心に

がない様子も

うかがえた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 親子で に

かけたことや、

会 の様子などを

えてくれること

が えてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児の変  

・ 達との ラ

は続くが、その

度一 に考え

していくこと

で、子どもも少し

つ ち着いて

し合いができるよ

うになる。 

 

 

 

 

保護者の変  

・ 家庭の を

ち けることで、

心が くなったの

か より しや

すくなる。 

 

 

 

幼児の変  

・ 少し つ ち着

いて し合いがで

きるようになる。

ラ はあって

も、自分の思い

けではなく、 手

の気持ちにも気付

けるようになっ

た。 

 

 

 

 

 

子ども同 の関

わりの様子を見守

り、必要に じて

をかける。子どもの

気持ちを け め

ながら、 手の気持

ちも考えられるよ

うな きかけをす

る。 

保護者の心の

安定さが子ど

もの心にも影響

していそう  

 

・ にこ わる保護

者の が される。取

り の過程が大切

ということに気付いて

しい。 
・ １ じ なくてもい

い と え、子どもの

気持ちを にしてあげ

たい。 

ス の取

り方や な触れ合

い 例を保護者に

する。 

保護者自身が自分の気持ちを

に できるような信頼を

せる人がいるのかな  

者に するのも とつの方

な けどな  
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期 幼児の  保育者の関わり 保護者の  変 （心の育ち） 

年長 

 

 

 

 

 

 

・ ち が ち

に を持たせ

ている を見て、

達に自分の

を持たせるな と

を く 、

ができてしまった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 生き や への

味・関心が く、

で べたり、

に世 したり

する が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

・ 感からきたこ

と、したこと全てを

定 に らない

よう えた。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 保育者は なが

らも本気で子ども

に き合う を共

に喜 。 

 

 

 

・ 手を つけた

ことに めは少し

クを けた

情であったが、保

育者の を け

れてくれた。 

 

 

 

・ 子どもと き合

い気持ちを 分に

け めながら、対

することの大切

さ してくれた

のではないか。 

 

 

 

 

 

 

・ 親子の関係が深

まるきっかけとな

り、家庭でのやりと

りを やかな 情

で してくれるよ

うになった。 

幼児の変  

・ 保育者や母親が

子どもの気持ちを

してくれたこ

とで、同じことを

くり さないよう

になった。 

 

 
子どもが成長し

て、自分の思いを保

護者に えられるよ

うになったからこ

そ、子どもの気持ち

を共有する しさが

味わえるようになっ

たのではないか  
 

 

 

保護者の変  

・ 親子の 間を大

切にするようにな

った。 

 

・ を意 し、

さらに に き

合う様子が見られ

る。 

 

幼児の変  

・ 保護者の変 が

見られたことによ

り、周囲へも し

さを見せるように

なる。 

 

・ 周りの環境に対

して 達と一 に

喜 り、 に

じたりすること

ができるようにな

ってきた。 

 

ち への

思いやりの気持

ちや 感を

分 け め、よい

ことと悪いこと

に気付けるよう

に きかけた。 

生き について

発見したことをク

ラスで発 する場

を け、喜 や自信

がもてるよう援助

した。 

達を つ

けてしまった

が、 ち を

助けようとし

た行 に成長

を感じた。 

周りの 達に め

てもらうことで、集

団の中の自分を意

し、周りの 達のこ

とも めてあげられ

る気持ちをもって

しい  

保護者の子

育てに対する

自信につなが

って しい。 
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考  
・ 子どもの行動が愛情 足によるものか、子ども自身の特性によるものなのかを見守ってき

た。あら る手立てを行う中で、様々なことに自信をもって行動し、少し つ他者の気持ち

に気付き き合う が見られるようになってきた。 
・ 子どもへの り い方が分からない保護者に対して、保育者が り いながら関わり支援

することで してもらえるように実践した。親子が心 やかに き合っていけるように子

ども支  援、保護者支援が必要 と考える。 
・ 園全 で共通 しながら子どもと関わり、保護者にありのままの子どもの様子を え

た。行動の にある思いも え、一 に見守っていけるよう り うことで、保護者が子ど

もを け れるきっかけにつながった。 
・ 後、親子で保育者に会いに てくれたその 情に親子の関係がより深まっていると感

じた。 気 く き合ったことが わったのではないかと考えられる。 
 

事例  

・ 、長 間幼 園に けられていることで心が安定せ 、 いたりわめいたりする を

保育者が子どもの気持ちになって け め、母親 な愛情を ことによって、子どもに変

が見られるようになった。 
・ 子どもの育ちに、あまり関心が見られない保護者の がある。そこで、保育者は、保護者

に子どもと き合う 間の大切さを 気 く えた。子どもには、愛情 かに に関わっ

た。 

 

期 幼児の  保育者の関わり 保護者の  変 （心の育ち）

歳児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１歳児 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 行 、 乳

の進度ともに

っくりであっ

た。 

 

 

 

 

 

 

・ おもち の取

り合いや、 な

ことで保育者を

したいとい

う思いで を

こし き続け

る。 

 

 

 

 

 

 

・ 家庭でも身の り

のことを一 にす

るなど、子どもとの

間を大切にして

もらうよう、お い

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 家庭での子ども

との関わりがあま

りない。また、深

に け めてい

ない、 っている

こともないとの

である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児の変  

・ 周りに を

けてか、少し

つ意欲 に活

動するようにな

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 本児の思いを

し、気持ちを共

有することで ち

着くようにする。

・ 大 よ、

くにいるよ など

の言 かけで安心

するようにした。

なかなか保育者に

心を こうとしない

が見てとれた。 
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期 幼児の  保育者の関わり 保護者の  変 （心の育ち）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２歳児 

  

・ えの 、 々

をこねて き

、母親を らせ

る があった。 

 

 

 

・ 気味で、

事の度に

くということが

続く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 言 の獲得と

ともに、自分の気

持ちを えよう

とするようにな

る。 

 

・ 進 を喜 、自

信をもって活動

するようになる。 

 

・ 子どもに自信をも

って ったり、

とした態度をとっ

たりすることも必

要、母親 から大

なの と まし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 家庭での 事の様

子を きながら、

いに成長の喜 を

共有する。 

 

・ 園での成長の様子

を保護者に すこ

とで、子どもをかわ

いいと感じ、家庭で

もいろいろな

を一 に しめる

よう、 きかける。

 

 

・ 子どもの様子に

し、対 に

る母親の があ

る。 

 

 

 

・ のことは気

になっているよう

なので、家庭での

事の様子も ら

せてくれる。 

・ ち っとした変

を喜ぶようにな

る。 

保護者の変  

・ 子どもの育ち

やち っとした

変 を喜ぶよう

になる。 

家庭での り

とや を

してくれるよう

にもなった。 

 

・ 子どもとの

間を大切に考え

てくれるように

なった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児の変  

・ け かや

を こしそうに

なることもある

が、自分の気持

ちに り合いを

つけることもで

きるようになっ

た。 

 

 
考  
・ 思い通りにならないと を こし、長 間 き続ける、何を言っても け付けない は、

園に けられている 間が長く、家庭で ったりと過 す 間が少ないことにより、情 が

安定しないことも要 の とつと考えられるのではないか。長 間幼 園に ける とし

て、保護者が子どもとの関わり方がわからないことも げられる。 

・ 年 の から、家庭でなかなかできないことを保育者が共に行い、活動の しさを共有

し、子どもに変 が見られたことで、母親が子どもをより 愛いと思えるようになり、関わ

る しさを感じられるようになったのではないかと考える。 

 

 

いてもいい

よ 、 べたく

ないなら べな

くても大

よ と安心させ、

少しでも べる

こ と が で きた

ら、共に喜 。

題 に し

やすい 事

のことで、い

ろいろなこ

とを せる

きっかけに

もなったの

で は な い

か  
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４ まとめ 

 乳幼児期の心の発達には、愛着の形成が大 としてある。 
特定の人との安心できる関わりを通じて、自分のしたいことを え、人の を く意欲が生

まれ、これらが ー 力の ・基礎となるのが乳児期である。つまり、この

期に愛着関係を形成していくことが心の育ちの となるのではないか。 
  保育者にできることは、多様な子ども、多様な家庭が えている中で、一人一人に き合い

ながら、その子のまた保護者の一 の味方・ 者になること ろう。 いつでも見守っている

よ という安心感を えてこそ、信頼関係を築ける。その基盤があって、他者との信頼関係を

築き、子どもの社会性の獲得につながる。子どもの気持ちを け め、 の言 けでな

く子どもが身 全 で する本当の思いや いに気付く ことの必要性を感じる。 
  の研究を通して、乳幼児期の育ちの大切さを めて 。子どもたちには、自分は周

囲から愛されている、また自分のことを に きと思って しい。保護者には、子育ての

しさも大変さも周囲と分かち合いながら、子どもの成長を見守って しい。 
そのために、 たち保育者は、子どもや保護者に に り い、共に育てていく をも

ち、 育 な を う支援・援助を社会 な として たしていきたい。 
 
 後の課題 
・ 子どもの育ちや家庭、 社会が変容していく中で、子どもへの関わり、保護者との連携

の在り方が 、多様 している。保育者においては、自らの 性を発 し、また園全

で 性や経験を い、一 となって 育・保育活動を進めていくことが められる。ま

た、保護者や子どもの言 を するなど、子どもの特性や変 に気付き 援助の視点に

立った支援の在り方を考え、幼 園と保護者で できない場合は 家に意見を くなど

のことも必要ではないか。 
・ 子どもたちが保育者との信頼関係に支えられて自信をもって活動し、主 性や人と関わる

力を培うための園生活のあり方をさらに していきたい。 
・ 保護者の子育て支援という 定こども園の を たす中で、どうしても長 間 けられ

る子どもの存在がある。子どもと ったりとした 間がなかなかとれない保護者に、愛着形

成の大切さを えていくことの さと をどう していけ よいか。 
・ スが流行し、ステ ー で親子の 間が えた。愛着形成が深まる家

庭もあれ 、子どもとの関わり方が分から ス スを感じてしまう親もいる。 後、この

ような 題に対して、保育者がどう子育て支援をしていくべき ろうか。 

 


